
令 和 ３ 年 度 第 ３ 回 栗 山 警 察 署 協 議 会 議 事 概 要

１ 開催日時

令和４年１月18日（火）午後２時00分から午後３時00分まで

２ 開催場所

栗山警察署 会議室

３ 出席者

(1) 委 員 ７名（定員７名）

会 長 永池 英彦

副 会 長 姉崎 祐子

委 員 森下 由美子、高橋 勝治、樋口 千栄子、小川 実千代

(2) 警察署員 ４名

署 長 中村 雅幸

副 署 長 渡部 茂樹

分庁舎所長 岩月 健司

警務課長 松林 準（事務局担当）

警備課長 長岡日出樹

生安課長 佐瀨 寛明

刑事課長 小林 憲明

４ 開催概要

(1) 開会の辞

(2) 会長挨拶

(3) 署長挨拶

(4) 業務概況説明

ア 刑法犯の認知、検挙状況

イ 災害への備えと対応

(5) 質疑応答

委員： 管内で発生した大きな交通事故を見ると、住民の方が運転していた

というよりも、管内を通過するドライバーが単独で路外逸脱して大き

な事故に発展する交通事故が多いと感じています。

また、冬期間においては、路面が凍結し、凸凹している路線もあり

ますので、可能な限り除雪が行き届いている路線を走るよう注意して

ほしいと思います。

警察： 警察においても危険な路線を把握しており、道路管理者等とも連携

しながら警戒し、ドライバーに対する注意喚起を図ってまいります。

委員： 最近、道内でも家庭内における暴力事件が多いと感じています。

警察： 当署で把握している粗暴犯の中にも家族間の暴力や傷害事件があり



ます。

感染防止のため自宅に閉じこもる期間が長くなっていることも要因

の一つではないかと思います。家族間に限らず暴行や傷害事件等に対

しては、引き続き毅然とした対応に努めてまいります。

委員： 最近の報道を見ると、バックカントリー等スキー客による行方不明

事案の捜索や孤独感から他人に危害を加える凶悪事件が発生しており

警察の業務もますます大変であると思います。

警察： 委員ご指摘の通り、孤独感等から他人を被害者に巻き込む痛ましい

事件が発生しております。

当署においても住民の方々が安心して暮らせるよう犯罪の予防・取

締りに努めてまいります。

(7) 閉会の辞

５ 次回の開催予定

次回開催を本年３月旬としたが、新型コロナウイルス感染症の感染状況を勘案

するとした。


